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　食品中の黄色ブドウ球菌検査において，食品衛生検査指
針では卵黄加マンニット食塩培地（MSEY）やベアー
ド・パーカー培地（BP）を用いた検査法が記載されてい
る．日本ではBPに比べてMSEYを使用することが多
い1）．MSEYは黄色ブドウ球菌の7，5％NaCl存在下での
発育，マンニット分解性，卵黄反応陽性等の性状を利用し
た分離培地である．この培地は，特徴的な集落の形成によ
り黄色ブドウ球菌を識別しやすいが，損傷菌に対して発育
抑制することが知られている2）．一方，海外で広く使用さ
れているBPは損傷菌の発育を抑制しないことから，菌数
測定に適しているとの報告がある1）．
　最近，黄色ブドウ球菌用培地としてクロモアガー社のク
ロモアガー・スタッフアウレウス培地（CSA）や日水製
薬㈱のX－SA培地（X－SA）等の酵素基質系培地が開発・
販売されている．これらの酵素基質系培地は24時間の培
養で判定できること，卵黄反応陰性株も検出しやすい等の
利点がある．また，食品検査を自主的に行っている施設で
はペトリフィルムブドウ球菌STXプレート（STX，
3M），コンパクトドライ卵黄加マンニット食塩培地（CD，
日水）等の簡易型培地を用いて検査することがある．これ
らの培地は，調製済みであり，検査者にとって簡便な仕様
になっている．
　著者らはこれまでに黄色ブドウ球菌野生株を用いて，表
面塗沫法で菌数を測定した場合，BP，　MSEY，　CSA，
X－SAのいずれの培地を用いても，菌数の差が認められな
いことを既に明らかにした3）．本報では，簡易型培地につ
いて，同様に野生株を用いた調査を行った．さらに，ナ
チュラルチーズの定性試験において，表面塗沫法と比較を
行ったので報告する．
材料及び方法
た．野生株はコアグラーゼ試験，DNase試験，　PCRによ
る耐熱性ヌクンアーゼ遺伝子検査4＞，マンニット分解試験，
MSEY培地上での卵黄反応試験を行い，菌種を同定した．
非典型的な株に関しては，グラム染色，カタラーゼ試験，
VP試験，クランピングファクター試験を追加し，同定し
た．
2．野生株による試験
　野生株16株をトリプトソイブイヨンで37℃，24時間培
養した．この培養液を滅菌生理食塩水で適宜希釈したもの
を試験液とし，その0．1mLをトリプトソイ寒天培地
（TSA）2枚に塗抹し，37℃で24時間培養した後，菌数を
測定した．さらに，この試験液の10倍希釈液1mLを
STX及びCDそれぞれ2枚ずつに接種して，製品のマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ニュアルに従って菌数測定を行った．同時に試験液の10
倍希釈液1mLをそれぞれ2枚の標準寒天培地（SMA）
表1　使用した黄色ブドウ球菌（野生株）一覧
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1．使用菌株
由来や性状の異なる野生株16株（表1）を試験に用い
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で37℃24時間混釈培養し，菌数を測定した．各培地で測
定した菌数はTSAで測定した菌数と比較して，それぞれ
の菌数比を求めた．これらの試験を，CDとSMAは1回
ずつ，STXは3回繰り返し行い，その平均値を求めた．
3．ナチュラルチーズに対する試験
　既に25g中黄色ブドウ球菌陽性と判定されているナ
チュラルチーズ12個を検体とした．チーズをそれぞれ10
gずつ量り取り，90mしの滅菌0．1％ペプトン加生理食塩
水を加え，30秒間ストマッキングし，試験液とした．2
枚のSTXに試験液を1mしずつ添加し，マニュアルに
従って黄色ブドウ球菌の判定を行った．
表2　チーズの黄色ブドウ球菌検出率
培地名 12検体中の　陽性数
STX 4
X－SA3）
CSA3）
MSEY3）
BP3）
2
2
3
5
結果と考察
　由来や性状の異なる黄色ブドウ球菌野生株を用いて，適
量の試験液を接種し培養する簡易培地であるSTXやCD
について評価を行った．
　野生株16株に対して行った素数測定では，TSAで測定
した菌数を1としたとき，STX，　CD，　SMAを用いた菌
数はそれぞれ0．47，0．44，0，64の値を示した（図1）．
TSAの菌数は，　MSEY，　BP，　CSA，　X－SAによる菌数
とほとんど変わらないため3），実際の検体をSTXやCD
で測定した場合，MSEY，　BP，　CSAI　X－SAよりも低い
菌数になる可能性がある．このことは，STXやCDのよ
うに試験液を接種するだけの方法や試験液をSMAで混釈
して用いるなど，試験液の培地への接種法の違いが集落数
に影響を及ぼしたものと考える．
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　　　図1　野生株の各培地での菌数
TSAの菌数を1としたときの各培地の菌数の相対表示．
　STXやCDは表面塗抹法に比べ多くの試験液を接種で
きる利点がある．表面塗抹法で黄色ブドウ球菌の判定や菌
数測定を行う場合，食品衛生検査指針によれば1平板当た
り0．1mしの接種を行うことになっている’）．これに対し，
STXやCDの場合，10倍量の1mLを接種することに
なっている．つまり，STXやCDを用いた場合でも，多
量の試験液が使用できることで表面塗沫法と同程度かそれ
以上の陽性検出率が得られる可能性が考えられる．
　実際，STXによる検査を行ったところ，25　g中黄色ブ
ドウ球 陽性と判定されたチーズ検体に対して，BPの陽
性検：出5検：体には届かなかったが，12検体中4検体が陽
性と判定できた（表2）．この値は，MSEYの3検体，
X－SA及びCSAの2検：体よりも高い陽性検出値であっ
た3）．
　以上のことから，STXやCDのような簡易型培地では，
測定される菌数の値は低くなる可能性がある．しかし，表
面塗沫法と比べると，操作が極めて簡便であり，陽性検出
感度にも大きな違いが認められない．これらのことから，
黄色ブドウ球菌の試験培地として十分に利用価値があると
考えられる．
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